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河

田

『
訓
川
噌

開
削

liis 

ア

二r..

ツ

コ

ス

ロ
ヴ
ア
キ
ア
闘
の
土
地
制
度
改
革

戦
後
諸
国
の
土
地
制
度
改
革
運
動
'

世
界
大
戦
以
後
敏
洲
大
陸
諸
凶
に
在
つ
て
は
、
土
地
の
所
有
紋
践
を
改
革
す
べ
き
必
要
が
大
V

に
戚
告
ら
れ

τ、
諸
闘
に
そ
の
質
行
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ

Lτ
そ
れ
は
一
方
に
於
て
は
土
地
の
枇
曾
化
運
動
ご
し
て
行
は

れ
、
他
方
に
於
て
は
自
作
曲
牌
創
定
の
事
業
又
は
国
内
植
民
の
事
業
Z
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
古
〈

よ
h
J
諸
国
に
之
を
見
た
る
康
義
の
土
地
制
度
改
革
運
動
回
。

P
E
m同
O
B
a
-
出。
ι
0
5
2宮
古
同
日
自
の
俊
現
ご
児
る

を
得
ぺ
き
も
の
で
め
る
。
そ
し

τ叉
そ
の
運
動
の
行
は
れ
る
に
就
い
て
は
、
「
枇
曾
主
義
的
な
特
に
共
産
主
義
的
な

思
想
記
要
求
Z
が
、
之
を
促
し
た
の
も
あ
る
し
、
又
吉
う
で
は
な
く
て
単
純
な
る
園
内
植
民
己
い
ふ
経
糠
政
策
上

の
必
要
を
主
正
し
之
に
枇
曾
政
策
上
の
必
要
を
加
味
し
た
や
う
な
目
的
か
ら
行
は
れ
た
の
も
ゐ
る
。
郎
も
そ
の
動

機
Z
目
的
ご
は
必
宇
し
も
一
様
で
な
い
し
、
特
に
そ
の
直
面
の
必
要
に
至
っ
て
は
困
よ
り
甚
だ
匝
々
で
あ
る
げ
れ

U

乙
も
、
兎
も
角
土
地
の
所
有
放
践
を
改
革
し
若
し
く
は
改
善
し
て
、

一
面
に
は
そ
の
妹
態
の
除
h
に
不
卒
均
な
る

論

叢

ツ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
闘
の
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
容

(
第
一
腕

四

) 

四
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一
拙

ツ
エ
ヅ
ヨ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
凪
白
土
地
制
度
改
革

四
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ã~詰

議

~~ 

よ
b
来
る
生
産
経
済
上
ご
枇
曾
生
活
上
の
弊
車
両
を
除
き
、
他
而
に
は
之
に
依

τ生
産
経
済
上
正
枇
品
目
生
活
上
ご
に

新
た
な
る
利
徒
、
」
調
和
ご
を
鷲
苫
A

Z
す
る
積
極
ご
消
極
正

ω目
的

ω銭
的
に
、
庚
〈
諸
岡
ド
ド
捗
っ
て
大
い
な
る

活
街
地
を
以
て
此
事
業
り
行
は
れ
た
e

」
Z
は
、
大
戦
後
に
於
け
る
肢
も
注
意
す
べ
き
出
来
事
の
一
ピ
識
は
ね
ば
な
ら

f.l 
0 

併
し
大
戦
後
諸
闘
に
行
は
れ
た
る
土
地
制
度
改
革
運
動
は

大
膿
に
於
て
三
様
に
日
間
別
さ
れ
た
る
を
見
遁
し
て

は
な
ら
ぬ
。

一
は
共
産
露
西
出
の
之
を
行
つ
一
た
も
の
で
あ
っ
て
、
諦
ふ
迄
も
な
〈
共
産
主
義
山
計
査
に
依
h
土
地

の
な
有
制
を
会
出
版
上
焼
事
鰹
符
を
も
成
る
ぺ
(
乱
公
共
の
手
に
牧
め
て
行
は
ん
正
せ
る
完
全
な
る
枇
曾
化

ω企
聞
こ

れ
で
あ
る
。

一
一
以
ツ
エ
ク
コ
旦
ロ
グ
ア
キ
ア
、
決
牙
別
、
恥
F
I
T
-一
ア
其
他
欧
並
り
中
聞
に
在
る
諸
国

ω行
へ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
園
出
品
什
手
に
依
b
強
制
的
に
土
地
を
牧
用
し
或

U
之
島
JL

凶
街
地
ご
匁
し
或
は
之
を
自
作
農
民
に
分

制
譲
渡
せ
ん
ご
す
る
計
査
こ
れ
で
あ
る
o

三
は
な
的
事
業
・
ピ
し
て
込
共
の
援
助
の
下
仁
土
地
分
割
ピ
自
作
農
扶
柏

の
事
業
を
行
ふ
政
策
こ
れ
で
ゐ
っ
て
、
相
判
逸
的
行
へ
る
も
的

t
ゐ
る
。
此
等
三
楠

ω蓮
動
は
各
々
多
少
ィ
、
英
の

方
策

ω
立
場
ビ
目
的
三
貨
行
方
法
Z
を
異
に
し
て
居
る
o

露
西
亜
で
は
曾
て
私
が
之
を
論
一
不
し
に
で
フ
に
、
蛍
初

の
計
査
は
全
然
土
地
の
な
有
制
を
底
止
し
て
共
同
生
産
組
合
に
依
る
農
事
経
傍
佐
行
は

L
む
る
み
針
で
ゐ
っ
た
の

ど
が
、
資
際
じ
於
て
は
封
始
的
な
従
来
の
献
訟
を
改
革
L
て
大
農
制
を
釘
破

L
其
代
b
に
自
作
農
的
な
農
業
献
態

eT誼
b
出
す
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

ご
に
か
〈
革
命
後
土
地
制
度
Z
農
業
拡
態
正
に
は
大
藤
草
が
行
は
れ
、
土
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地
所
有
制
に
閥
す
る
法
律
観
念
の
大
品
硬
化
ご
土
地
分
配
内
賞
状
に
於
け
る
著
し
3
擾
勤
ご
が
賛
き
れ
る
こ
吉
、
な

b
、
農
地
的
八
割
五
分
は
小
農
民

ω手
中
に
煽
し
て
し
ま
っ
た
。

次
に
欧
州
出
中
間

ω諸
凶
に
於
け
る
改
革
運
動
は
、
や
は
り
政
治
的
援
草
t
共
に
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
冗
来

此
等
り
諸
凶
に
は
大
農
地
所
有
が
成
〈
行
は
れ
て
居
て
、
地
主
芭
農
村
無
産
者
ご
の
階
級
的
分
裂
が
著

L
く
・
特

仁
人
和
上

ω悩
別
も
め
っ
て
、
土
地
制
度
改
革
は
、
経
憐
上

ω
必
要
正
副
曾
上
並
び
仁
政
治
上
の
顧
慮
ご
の
下
仁

行
は
れ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

そ
し
て
此
等
凶
圃
々
に
於
け
る
土
地
制
度
改
革
事
業
に
共
通
な
る
紡

一
地
主

ω所
信
し
得
べ
き
土
地
の
底
き
に
劃
し
て
一
定
の
最
大
限
度
を
定
め
、

其
限
度
以
上
に
康
き
土
地
を

f:t 所
有
す
る
者
か
ら
は
そ

ω
限
度
以
上
に
山
づ
る
部
分
を
一
公
共
的
に
牧
用
し
之
を
分
割
し
て
内
地
移
住
的
副
業
を
行

ひ
、
農
村
の
無
産
者
に
土
地
を
得
せ
し
め
て
自
作
農
民
正
[
て
落
付
〈
ゃ
う
、
色
々
ご
込
入
っ
た
・
貨
行
方
策
の
下

に
土
地
所
有
の
分
配
朕
践
を
整
理
す
る
こ
ご
で
あ
っ
た
。

-
次
に
猫
逸
仁
行
は
れ
た
る
土
地
制
度
改
革
事
業
は
、
戦
前
か
ら
夙
仁
行
は
れ
て
居
た
所
の
内
地
植
民
的
事
業
を

能
縦
し

τ然
か
も
一
一
尉
布
殺
に
行
は
ん
ご
す
る
の
で
あ
っ

τ、
戦
後
後
布
さ
れ
た
移
住
法
や
家
産
法
に
誠
台
、
土

地
は
私
的
取
引
に
依
て
之
を
由
民
牧
し
移
住
曾
枇
が
先
実
離
を
有
す
る
も
の
ご
せ
ら
れ
、
若
l
其
道
じ
依
て
土
地
買

政

ω出
来
難
口
一
場
台
に
は
、
或
限
定
さ
れ
た
る
牧
則
法

ω適
用
に
依
り
て
之
を
得
る
こ
ご
の
出
来
る
も
の
ご
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
従
て
其
の
事
業
は
欧
亜
中
間
諸
国
に
於
け
る
ほ
y
」
岡
家
的
に
踏
込
ん
に
も
の
で
な
〈
、
闘
家
自

(弟一一揖

凹
=
一
)

第
二
十
一
一
一
巻

ッ
L

ツ
コ
ス
ロ
ウ
ア
キ
ア
閣
の
土
地
制
度
改
革

四

論

叢
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言命

能

ツ
品
ツ
ヨ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
図
。
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
岳

(
第
一
蹴

四
回
)

必Z
['1 

身
の
事
業
正
し
て
之
を
行
は
な
い
で
其
事
業

ω錫
に
諮
ら
れ
た
る
閤
髄

ω
手
に
依
て
行
ふ
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。

ト
相
の
如
〈
多
少
.
っ
、
相
違
廿
る
土
地
制
度
改
革
事
業
に
つ
い
て
比
較
研
究
を
試
h
u
る
こ
己
は
、
淘
に
意
義
ゐ
る

ニ
ご
で
ゐ
る
が
、
私
は
阪
に
露
西
虫

ω土
地
枇
曾
化
副
業
正
濁
逸
的
自
作
農
創
定
的
な
内
地
植
民
事
業
正
に
つ
い

て
は
、

一
通
り
の
研
先
を
柏
崎
し

τ所
見
を
一
公
に
し
た
か
ら
、
蕊
に
は
欧
亜
中
間
諸
国
に
於
け
る
土
地
制
度
改
革
事

業
を
窺
ふ
べ

f
就
中
ヅ
エ
ツ
ヨ
λ

ロ
グ
ア
キ
ア
に
行
は
れ
た
る
所
を
観
察
[
τ
み
た
い

Z
忠
ム
。

ツ
ヱ
ヅ

コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
共
和
圃
領
域
内
の

農
村
状
態

人
も
知
る
が
如
(

ヅ
エ
ツ
ヨ
λ

ロ
グ
ア
キ
ア
共
和
国
は
も
ピ
の
填
太
利
の
ポ
へ
ミ
ア
地
方
に
常
る
の
で
あ
る

が
、
岡
地
方
に
在
っ

τは
・
古
〈
か
ら
大
地
正
制
が
康
〈
布
は
れ
、
然
か
も
古
〈
は
大
地
圭
は
帥
も
領
主
で
あ
り

た
か
ら
、
普
通
農
民
正
の
問
仁
大

ν
な
る
階
級
的
匝
別
が
や
仔
し
て
、

一
方
は
命
令
者
に

h
支
配
者
た
り
、
他
方
は

服
従
者
た
b
従
凪
者
た
る
闘
係
に
在
っ
た
。
そ
[
て
封
建
的
な
領
主
権
の
じ
ぴ

τか
ら
以
後
に
於

τも
、
大
地
主

制
芭
階
段
的
施
別
ご
は
依
然
ご
し
1
存
続

L
、
農
民
の
多
〈
は
無
産
者
ご

L
て
単
純
な
る
農
業
労
働
者
た
る
に
過

ぎ
な
か
っ
た
o

そ
L
て
術
ほ
岡
地
方
に
在
つ

τは
、
大
地
主
中
に
は
外
国
系
統
の
者
が
多
く
て
、
共
の
手
中
に
土

地
所
有

ω段
々
粂
併
さ
れ
る
勢
は
永
い
間
級
品
制

L
て
現
代
に
及
ん
に
の
で
あ
る
。
従

τ農
村
の
事
情
は
頗
る
複
雑



一
分
弧
に
常
る
の
打
が
、

農
業
従
事
者
中
に
在
つ
て
は
ツ
且
ツ

F
は
賞
に
七
割
強
を
占
め

τ居
る
の
で
ゐ
る
o

" 、

で
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
枇
曾
的
に
も
中
々
込
入
っ
た
脅
弊
多
き
も
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
同
凶
一
般
の
経
済
政
遠
の
程
度
炉
ら
い
へ
ば
、

農
業
は
甚
だ
重
要
の
地
位
を
占
め
、

農
業
に
従
事
す
る

人
に
は
同
闘
が
ま
に
填
太
利
の

一
部
で
あ
っ
た
一
九

一
O
年
に
行
は
れ
た
る
人
口
調
査
に
依
れ
ば
、

組
人
口

ω四

訓
二
分
を
占
め
て
居
た
。
そ
し
て
岡
地
方
に
は
猫
泡
人
ご
ツ
エ
ァ
ク
人
正
が
住
で
居

τ闘
を
成
し
て
居
る
の
に
が

農
地
の
巾
で
地
味
の
剛
官
僚
な
地
み
に
は
主
に
ツ
エ
ツ
ク
人
が
居
住
し
、

ツ
エ
ッ
ク
人
は
総
人
口
に
調
し

τは
六
制

れ
ば
土
地
制
度
改
革
の
問
題
に
閲
し
て
も
園
内
の
湖
逸
人
系
の
者
よ
h
も
ツ
エ
ッ
ク
の
方
が
よ
り
以
上
の
利
容
を

山
地
じ
又
よ
h
多
く
之
を
必
要
芭
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
濁
逸
人
の
巾
に
在
つ
て
は
土
地
を
所
有
し
な
い
者
は
少
い

に
反
l
て、

ツ
エ
ツ
ク
の
方
仁
は
そ
れ
が
多
レ
か
ら
で
ゐ
る
o

郎
も
有
人
の
農
業
従
事
者
中
綿
逸
人
に
在
つ

τは

三
十
一
人
は
自
立
せ
る
も
の
で
三
四
・
入
人
が
労
働
者
な
る
に
反
じ
て
、

ヅ
エ
y

ク
人
側
で
は
た
uγ

二
十
九
人
が

自
作
者
で
一
二
六
・
二
人
は
労
働
者
で
あ
っ
た
。
加
之
大
農
地
制
は
濁
逸
人
の
居
住
す
る
地
方
に
在
つ
て
は
ツ
且
ツ

ク
人
の
居
住
す
る
地
方
に
比
し
遥
か
仁
舵
少
な
意
義
し
か
持
つ

τ屑
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
繊
つ

τ同
闘
に
於
け
る
一
般
的
土
地
分
配
朕
態
を
見
れ
ば
小
農
地
所
布
又
は
過
小
農
地
所
有
の
割
合
は

貨
に
多
く
、
総
所
在
地
中
ん
そ
其
竿
数
は
竿
へ
ク
タ

1
P
(
凡
を
我
五
反
に
世
間
る
の
だ
が
水
旧
米
作
な
ら
す
畑
作

の
行
は
れ
る
欧
洲
の
賀
山
m
t
し
て
五
反
歩
所
布
で
は
農
家
は
ど
う
に
も
食
っ
て
行
け
な

ν
の
で
め
る
)
以
下
の
而

論

叢

y
斗
ツ
コ
ス
ロ
ザ
ア
キ
ア
圃
白
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
世

「
恭
一
挽

間
一
方
)

J叫
'h 



言栴

能

ツ
エ
ン
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
闘
の
土
地
制
度
改
革

第
三
十
一
ニ
谷

(銘一一世

匹』

大

積
L
か
無
か
っ
た
の
で
あ
る
o

然
か
も
か
、
る
小
所
有
地
金
慨
を
合
し
て
其
の
面
積
を
鬼
れ
ば
全
地
磁
の
僅
か

了
三
%
に
し
か
及
ば
な
い
。

そ
し
て
総
所
有
地
政
中
の
入
制
二
分
は
五
へ
ク
タ

1
戸
以
下

ω面
積
の
所
有
地
で

あ
っ
て
然
か
も
そ
の
総
而
積
は
全
地
積
の
ご
ニ
・
七
M

刊に

L
か
蛍
ら
な
い
w

省
様
だ
っ
た
。
由
来
同
闘
で
ほ
(
濁
逸
ゐ

た
り
で
も
大
鰹
同
様

rが
)

一
一
へ
ク
タ
ー
に
以
下
の
面
積
を
所
有
し
て
居
て
は
一
家
の
生
活
は
出
来
難
い
も
の
ご

な
っ
て
居
る
。
従
て
之
令
過
小
農
地
ご
鬼
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
比
の
過
小
農
地
は
組
所
有
地
敷
中
の
七
割
強
に

及
び
然
か
も
そ
の
而
質
合
計
は
線
地
積
り
六
・
五
d

刊
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

所
が
大
農
地
所
有
に
至
つ
て
は
、

二
百
八
ク
タ

1
以
上

ω所
有
数
は
線
所
省
放
の

0
・
0
六
%
に
嘗
る
に
過
ぎ

F
る
に
拘
ら
す
、
北
(
の
総
面
積
か
ら
い
へ
ば
全
地
磁
的
三
五
・
ム
ハ

μ
に
及
び
.
買
に
そ
の
三
分
一
以
上
を
占
め
て

居
る
の
で
あ
る
o

そ
し

τ三
千
へ
ク
タ

1
以
上
の
所
有
地
数
は
所
有
総
数
中
僅
か
仁

0
・
0
一
%
し
か
な
い
け
れ

い
と
、
そ
の
面
積
は
総
面
積
中
二
七
・
七

μ
郎
も
四
分
一
以
上
に
蛍
っ
て
居
る
有
様
で
ゐ
る
G

右
は
土
地
所
布
分
配
の
朕
越
で
あ
る
が
、
夏
に
土
地
を
利
用
し
農
業
又
は
林
業
を
経
倍
す
る
そ
の
艇
替
の
大
事

に
就
い
1
見
れ
ば
、
答
王
へ
ミ
ア
地
方
に
在
つ
ー
は
小
規
模
経
鵬
首
が
そ

ω大
部
分
を
占
め
て
居
た
。
帥
も
竿
へ
ク

タ
1
以
上
五
へ
h
y

タ
1
以
下
の
越
後
而
積
の
も
の
が
抽
出
経
管
敷
中
の
竿
数
以
上
金
占
め
て
(
五
六
・
入

M
)
底
た
の

で
あ
る
。
之
に
中
規
模
緩
管
の
も
の
を
加
ふ
れ
ば
、
そ
の
縦
傍
総
数
に
謝
す
る
割
合
は
質
に
九
九
M
に
及
び
百
へ

ク
ク

1
以
上
の
大
規
模
経
管
の
も
の
に
豆
つ
は
て
佳
々

0
・
五
折
に
常
る
仁
過
ぎ
な
か
っ
た
。

従
て
岡
地
方
に
存



つ
て
は
小
作
経
替
が
炭
〈
行
は
れ
て
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、

小
規
模
経
倍
中
の
三

7
ニ

μ
は
小
作
を
主
芭
す
る
叉

は
純
粋
な
る
小
作
経
替
で
あ
っ
た
。
郎
主
自
作
経
倍
は
農
業
経
緯
総
数
中
の
約
字
分
に
過
町
げ
な
い
で
、

他
の
竿
数

は
自
作
品
斑
小
作
又
は
純
然
た
る
小
作
経
倍
で
あ
っ
た
o

そ
し
て
英
等
の
小
作
の
大
部
分
は
ニ
へ
ク
タ

1
以
下
の
過

小
農
地
経
畿
を
錯
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

斯
〈
沓
ポ
へ
ミ
ア
地
方
に
於
て
小
作
農
業

ω康
〈
行
は
れ

τ居
た
こ
ピ
は
、
土
地
制
度
改
革
の
事
業
を
必
要
な

ら
し
め
た
事
情
ご
し
て
も
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
凶
所
た
る
正
岡
崎
に
、
又
土
地
制
度
改
革
事
業
を
ぱ
容
易

に
賞
行
せ
し
め
得
る
事
情
で
あ
っ
た
。
帥
も
小
規
模
小
作
地
に
在
つ
て
は
、

其
の
経
管
方
而
に
於
け
る
経
糖
的
賞

叫
肌
を
ば
何
等
抱
乱
す
る
こ
ご
な
〈
し
て
所
有
関
係
だ
け
を
改
善
す
る
を
得

τ然
か
も
そ
の
事
は
国
民
経
糖
的
に
大

い
な
ゐ
利
便
を
鴨
川
す
所
以
で
あ
ふ
り
得
る
。
そ
れ
に
叉
小
作
人
は
そ
の
地
位
正
法
律
上
の
権
利
子
ぜ
改
善
す
る
こ
ピ

仁
よ
h
、
エ
水
小
作
機
的
な
る
か
、
然
ら

F
れ
ば
一
定

ω制
限
の
下
に
於
け
る
所
有
機
的
な
擁
利
を
獲
得
す
る
こ
己

が
出
来
る
。
更
に
は
又
大
規
模
小
作
地
に
在
つ
て
は
法
律
上
に
於
け
る
地
位
の
援
翼
に
依
b
同
時
に
経
情
的
な
る

極
構
賀
行
に
越
化
を
及
ぼ
す
こ
ぜ
な

L
に
、
克
〈
同
家
が
従
来
的
地
主
の
地
位
に
取
っ
て
代
る
こ
ご
が
出
来
る
次

論

叢

ツ
早
ツ
コ
ス
ロ
グ
ヲ
キ
ア
闘
の
土
地
制
度
改
革

第
二
十
ニ
巷

音色

腕

四
七
)

四
一七

第
で
ゐ
る
。

そ
し
て
真
に
農
業
経
営
上
に
於
け
る
勢
働
般
態
に
就
い
て
見
れ
ば
、
奮
ポ
~
ミ
ア
地
方
で
は
経
且
宮
中
そ
の
七
割

七
分
は
自
家
持
働
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
、
組
経
轡
敷
中
た
い

V

二
割
二
分
強
に
嘗
る
も
の
ザ
ド
り
が
他
人
の
券
働
守



五百

議

y
L

ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
凪
由
土
地
制
度
政
革

第
一
一
十
三
春

(
第
一
擁

四
八ム

U~ 
λ 

4

焼
入
れ
て
経
抑
留
を
行
ふ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
o

此
の
事
情
も
亦
沓
ポ
へ
ミ
ア
地
方
に
於
て
土
地
制
度
改
良
事
業
を
行

ふ
に
就
い
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
た
る
を
夫
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
斯
〈
の
如
〈
仁
し
て
土
地
所
有
分
配
の
放
態
に
大
い
な
る
快
陥
あ

b
、

一
方
に
は
極
め
て
少
数
な
る

大
地
主
が
頗
る
庚
大
な
る
上
地
を
所
有

L
、
他
方
に
は
農
民
の
大
多
数
は
純
然
た
る
無
産
者
た
る
小
作
人
叉
は
農

業
労
働
者
で
ゐ
る
か
然
ら

F
れ
ば
無
産
者
に
近
き
小
自
作
農
民
た
h
叉
は
自
作
品
調
小
作
農
民
で
ゐ
っ
て
、
彼
等
の

大
部
分
は
た
と
白
家
努
働
に
依
て
極
め
て
小
規
模
な
る
農
富
市
経
倍
を
行
ふ
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事
情
は
、

従
来
信
ポ
ヘ
ミ
ア
及
旦
リ
リ
ソ
ア
キ
ア
地
方
に
於

τ農
民
隣
村
の
放
軌
却
を
芯
h
成
き
し
む
る
主
た
る
原
因
で
あ
っ

た
。
特
に
λ

ロ
グ
ア
キ
ア
地
方
は
読
も
人
口
稀
薄
な
る
地
方
た
る
に
拘
ら
や
農
村
吉
し
て
は
人
口
過
剰
の
地
方
た

7
1
の
印
刷
説
が
最
も
よ
〈
安
蛍
ゼ
る
次
第
で
ゐ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
事
情
は
是
非
ご
も
土
地
制
度
改
革
事
業
の
行

る
矛
盾
し
た
脱
出
却
を
呈
し
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
農
民
離
村
の
傾
向
は
最
も
著
大
な
ら
.3
る
を
得
な
か
っ
た
。
印

も
岡
地
方
で
は
、
農
村
の
人
々
は
田
舎
に
服

ν
た
か
ら
之
を
離
れ
る
ご
い
ふ
よ
り
も
又
都
曾
生
活
に
憧
れ
て
之
に

向
っ
て
流
れ
行
〈
ご
い
ふ
よ
b
も
・
主
ご
し

t
農
村
生
活

ω些
み
加
鳴
き
特
に
土
地
獲
得
の
望
み
無
き
に
失
望
し
て

田
舎
を
拾

τ、
去
る
事
情
が
強
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
土
地
所
有
の
分
配
蚊
践
の
思
し
き
対
に
生
ず

る
事
情
だ
っ
た
が
故
仁
、
此
の
地
方
に
ゐ
つ
て
は
、
大
地
主
制
は
農
民
離
村
の
原
因
な
h
正
見
る
オ
ツ
ベ
Y

川
イ

は
れ

5
る
べ
か
ら
F
る
最
も
有
力
の
原
因
を
潟
[
理
由
を
錯
す
わ
け
で
ゐ
る
か
ら
、
草
田
抽
明
太
利
帝
国
に
在
っ
て
も



是
の
事
業
の
計
壷
は
立

τら
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
絡
に
貫
行
せ
ら
れ
な
い
ま
、
に
推
移
し
て
大
戦
期
に
入
っ
て

L

ま
っ
た
。
そ
L
て
大
戦
の
蔚
ら
せ
る
政
治
上
の
大
抽
出
慎
Z
経
済
上
の
事
情
の
進
展
て
は
‘
絡
に
多
年
の
懸
案
を
解

決
す
る
機
曾
を
浩
・
り
成
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
は
ご
も
か
〈
芭
し
て
、
事
業

E
L
て
は
多
年
必
要
正
さ
れ

て
然
か
も
賀
行
さ
れ
得
な
か
っ
た
所
の
も
の
が
、
寅
行
さ
れ
る
こ
正
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一一一
大
所
有
地
の
差
押
さ
牧
用

信
塊
太
利
帝
幽
ポ
ヘ
ミ
ア
地
方
に
於
け
る
土
地
制
度
改
革
事
業
J
h
、

一
九
一
八
年
十
月
二
十
八
日
に
プ
ラ

1
〆

に
革
命
州
地
h
、
ヅ
エ
ッ
ヨ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
共
和
闘
の
建
設
苫
れ
る
気
運
の
熟
す
る
芭
共
に
太
制
捜
草
期
を
迎
へ
た
。

嘗
時
一
枇
曾
民
主
窯
は
、
一
元
来
同
地
方
に
於
り
る
土
地
は
』
プ
λ

プ
炉
ク
王
朝
の
潟
仁
略
取
さ
れ
た
る
も
の
で
現
在

の
大
地
主
の
所
有
地
は
大
低
そ
の
陥
取
に
起
原
す
る
も
の
な
れ
ば
、
今
や
無
産
者
に
土
地
を
十
分
に
獲
得
耕
作
す

る
を
得
せ
し
め
ん
矯
め
に
闘
中
部
は
大
農
地
を
無
償
に
て
牧
用
す
吋
き
で
あ
る
正
土
張
し
て
大
い
な
る
宣
侍
蓮
勤
を

行
っ
た
o

け
れ
ど
も
革
命
の
嵐
が
吹
き
過
ぎ
て
時
崎
平
穏
に
蹄
す
る
ご
共
仁
新
か
る
無
償
な
る
土
地
牧
用
は
荷
も

法
治
岡
に
在
つ
て
は
行
は
れ
相
官
べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
鋳
に
、
大
農
地
を
分
割
じ
て
之
に
自
作
農
民
を
扶
植
す
る

普
通
の
政
策
が
賀
行
さ
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た

G

土
地
制
度
改
革
事
業
の
手
始
め
ど
し
て
、
序
論
的
に
行
は
れ
た
る
は
、

一
九
一
入
年
十
一
月
九
日
に
布
か
れ
た

由

議

凹

ゾr.

釦司

与L

ヅ
エ
ツ
コ

λ

ロ
ず
ア
キ
ア
岡
山
土
地
制
度
改
革
，

第
二
イ
三
笹

(
第
一
蹴

以上].¥Viehen. 'a. a. O. S. i9-29 ~豊岡4) 
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五
O
)

ji 

O 

る
土
地
封
鎖
令
で
あ
る
。
之
は
主
ご
し
て
大
所
有
地
に
謝

L
て
行
は

μ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
立
(
の
自
由
曲
四
分
を

禁
止
す
る
を
目
的
ご
し
た
。

そ
し
て
共

ω後
ム
ザ
に
依
っ
て
一
方
土
地
の
所
有
者
は
急
レ
で
之
を
頁
b
退
U

て
し
ま

は
う
正
し
て
も
出
来
な
い
こ
Z
に
な
り
、
他
方
に
は
又
土
地
に
餓
え
た
る
人
々
が
暴
力
を
以
て
土
地
を
占
領
す
る

こ
正
も
防
が
れ
る
こ
正
に
な
っ
た
の
で
ゐ
る
o

郎
も
革
命
政
府
は
不
敢
取
ニ
の
土
地
封
鎖
に
依
て
そ
の
自
由
陛
分

を
禁
止
し
然
る
上
徐
み
に
土
地
に
謝
す
る
ほ
ん
芭
の
立
訟
を
行
っ
て
制
度
改
革
を
錦
さ
ん
ご
し
た
の
で
ゐ
る
c

然

し
悲
脳
勿
々
、
一
事
務
多
端
だ
っ
た
斜
め
に
そ
の
立
法
は
宇
年
を
経
過
し
て
漸
〈
行
は
れ
得
た
の
で
あ
っ

τ.
そ
の

間
政
府
は
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
農
業
幽
健
に
劃
し

τ、
土
地
政
策
を
如
何
仁
す
べ
き
か
に
就
い
て
詳
細
な
る
居
館
問
書

を
俊
し
多
数
柄
引
日
に
分
つ

τ
一
々
の
方
針
を
問
ふ
て
見
た
o

之
に
謝
す
る
同
答
の
誌
に
さ
れ
柁
る
も
の
も
あ
る

が
、
事
情
は
そ
の
来
る
を
待
つ
を
許
さ
な
か
っ
た
も
の
に
か
ら
、
絡
に
一
の
断
定
的
な
彪
置
さ
し
て
立
法
が
行
は

れ
る
こ
正
、
な
っ
た
。
是
れ
は
一
八
一
九
年
四
月
十
六
日
に
行
は
れ
た
る
大
所
有
地
差
押
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
所

布
地
ご
い
ふ
は
百
五
十
へ
ク
タ

1
以
上
の
農
地
若
〈
は
二
百
五
十
へ
ク
タ

1
以
上
の
あ
ら
ゆ
る
土
地
を
意
味
す
る

も
の
ご
す
る
o

そ
し
て
辛
の
差
押
仁
依
り
岡
家
は
嘗
該
法
に
指
示
さ
れ
た
る
所
有
地
を
牧
用
L
叉
分
割
す
る
を
得

る
も
の

E
せ
ら
れ
た
。

き
れ
ば
此
の
差
抑
は
直
も
に
大
農
地
を
般
用
し
た
も
の
で
は
な
〈
之
を
般
用
し
得
る
準
備

的
な
立
法
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
そ
の
牧
用
が
貨
地
に
行
は
れ
る
迄
は
嘗
該
地
の
所
布
者
は
之
が
自
白
山
随
分
を

法
的
に
大
い
に
制
限
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

c
r
…F術
ほ
注
意
す
べ
き
こ
芭
は
此
の
差
押
は
蛍
該
地
の
必
然
に
牧

工)ie Enteignung d~s Grossgrundbesitzes. und .die SOclalisicrung des 

Dodens; Bericht:zum Fcagcbogen dcs Tschecho-slowakischen MinisLerium 

向rLandwlrtscl旧民， Prag 1919 

5) 



用
品
官
色
れ
る
前
提
を
篤
す
も
の
で
は
な
(
、
更
に
は
叉
必
要
な
る
場
合
に
は
百
五
十
へ
ク
タ

1
以
下
の
農
地
及
二

百
五
十
へ
ク
タ

1
以
下
の
土
地
一
般
正
い
へ
H

と
も
牧
用
せ
ら
れ
る
こ

E
あ
る
べ
き
こ
正
之
で
あ
る
。

を
し
て
倫
ほ
此
の
一
九
一
九
年
四
月
十
六
日
の
法
律
は
、
大
所
有
地
の
差
押
以
外
に
土
地
制
度
改
革
の
賀
行
方

法
に
閲
す
る
大
惜
の
方
針
を
定
め
た
の
で
あ
っ

τ、
誌
の
規
定
中
に
は
、
土
地
局
の
設
置
、
定
抑
へ
ら
れ
て
然
か

も
ま
だ
牧
別
3
れ
な
い
土
地
の
管
理
、

そ
の
般
用
、
賠
償
及
分
割
等
仁
闘
す
る
も
の
が
合
ま
れ

τ届
党

の

で

あ

る
。
就
中
牧
用
地
の
陥
償
に
閲
す
る
規
定
は
注
怠
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
左
に
掲

reo土
地
は
無
償
に
て
牧

そ
の
無
償
牧
用
は
特
別
法
を
以
て
賀
行
き
る
ぺ
吉
も
の
ご
定
的
ら
れ
た
。
そ
の
無
償

牧
府
き
る
司
へ
き
土
地
ご
は
、
敵
凶
人
の
所
有
地
、
醤
て
フ
ス
プ
ル

F
、
ロ
!
ト
リ
ン
グ
ン
王
朝
所
脱
者
の
所
有
地
、

用
せ
ら
る
べ
き
で
あ
一
っ
て
、

度
比
古
れ
た
貴
族
及
外
国
人
に
し

τ位
階
的
に
土
地
を
所
有
せ
る
者
の
所
有
地
、
非
合
・
法
的
に
獲
ら
れ
た
る
所
有

地
、
戦
時
中
ヅ
エ
ツ
ヨ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
闘
に
謝
し
て
不
利
を
働
き
に
る
者
の
所
布
地
こ
れ
で
あ
る
。
然
し
是
の
特

別
法
は
制
定
せ
ら
れ
な
か
っ
北
o

次
に
叉
岡
家
に
依

τ差
押
へ
ら
れ
牧
用
主
れ
た
る
土
地
の
分
割
に
閲
し
て
も
亦
一
九
一
九
年
の
根
本
法
は
一
一
般

方
針
を
規
定
し
た
o

先
づ
か
、
る
土
地
の
所
有
者
は
其
の
所
有
地
の
巾
に
つ
き
法
定
の
商
積
を
越
へ
ぎ
る
部
分
だ

け
は
自
己
の
縛
め
に
留
保
す
る
を
得
る
権
利
を
有
し
、
叉
特
殊
の
場
合
的
も
農
家
的
工
業
や
郁
市
へ
の
供
給
ゃ
を

顧
慮
し
て
共
の
必
要
め
b
正
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
制
限
以
上
の
士
地
を
も
山
川
保
す
る
こ
ご
が
出
来
る
が
、
そ
の

E描

ツ
L

ツ
コ

λ

ロ
ザ
ア
当
ア
問
。
土
地
制
位
改
革

都
ニ
イ
三
谷

(か一一枇

宝瓦

ヨ!

) 

f，J{ 



論

』薩

ツ
A

ヅ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
岡
山
土
地
制
度
改
革

第
二
十
一
-
一
審

第

抗

五:

最
大
限
は
五

O
O
へ
ク
タ

1
Y
迄
ご
せ
ら
れ
た
o

此
等
の
土
地
以
外
の
土
地
の
使
用
に
閲
す
る
規
定
は
、

之
を
分

制
す
る
・
」
古
、
一
見
に
は
そ
れ
等
の
分
割
さ
れ
た
る
土
地
を
産
業
組
合
組
織
に
よ
り
大
規
模
粧
品
百
の
も
の
ピ
怨
し
て

之
を
耐
曾
化
す
る
こ
と
ご
を
意
闘
し
た
の
で
ゐ
っ
た
。
そ
し
て
共
の
施
行
法
正
土
地
制
度
改
革
の
寅
行
方
法
己
は

一
方
に
な
有
的
な
小
規
模
艇
皆
吉
他
方
に
枇
曾
化
さ
れ
た
る
大
経
修
吉
の
雨
極
端
の
聞
に
一
の
平
均
を
造
h
出
す

こ
ご
を
目
的
ピ
し
た
の
で
ゐ
っ
て
、
所
布
Z
艦
管
正
の
規
模
に
閲
し
て
漸
抗
的
な
計
査
的
な
制
理
を
行
ひ
、
叉
生

産
組
合
的
な
粧
品
百
に
闘
す
る
注
意
深
き
試
験
を
行
ふ
意
跡
に
於
て
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
目
的
の
下
に
制

定
さ
れ
た
る
施
行
法
は
、
土
地
局
の
組
織
に
閲
す
る
一
九
一
九
年
六
月
十
一
日
の
法
律
、
経
営
管
理
に
閲
す
る
一

九
二

O
年
二
月
十
二
日
の
法
律
、
土
地
政
用
及
賠
償
に
闘
す
る
一
九
二

O
年
四
月
二
日
の
法
律
、
分
割
に
関
す
る

一
九
二

O
年
一
月
三
十
日
の
法
律
及
び
信
用
貸
付
に
閲
す
る
一
九
二

O
年
三
月
十
一
日
の
法
律
で
ゐ
る
。

此
等
の
施
行
法
に
就
い

τ
一
々
落
に
説
明
す
る
必
要
は
ゐ
る
ま
い
が
、
就
中
最
も
注
意
す
べ
き
も
の
は
牧
用
地

に
謝
す
る
賠
償
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
牧
用
地
の
中
に
は
前
に
肱
仁
之
を
示
し
た
や
う
に
賠
償
を
支
捌
は
な
い
1

も
の
も
ゐ
る
が
、
普
泌
の
牧
用
地
に
劃
し
て
は
勿
論
賠
償
を
支
榔
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
賠
償
支
抑
に
闘
し

て
最
も
重
大
に
し
て
叉
困
難
な
る
問
題
は
、

そ
の
賠
償
債
格
に
閲
す
る
決
定
己
賠
償
支
梯
の
縛
に
裂
す
る
資
金
の

信
用
授
受
に
閲
す
る
も
の
ご
で
あ
る
o

先
づ
賠
償
問
慣
格
に
闘
し
て
は
枇
食
政
策
的
見
地
の
要
求
す
る
所
は
、
土
地

の
取
得
者
を
L
て
葉
の
経
済
的
生
存
を
保
障
す
る
に
足
る
程
度
の
債
格
、
詳
言
す
れ
ば
土
地
の
牧
盆
正
土
地
債
格



の
利
子
Z
が
よ

f
釣
合
っ
て
土
地
を
買
取
り
た
る
者
は
其
地
の
利
用
に
よ
り
牧
盆
の
傍
剰
を
得
て
よ
〈
生
活
を
絡

し
得
る
程
度
の
伺
格
を
以
て
遁
掛
固
な
る
賠
償
債
格
ご
見
る
ご
い
ふ
ご
ご
で
あ
る
。
然
る
に
地
主
は
か
、
る
債
格
を

以
て
し

τは
牧
用
に
感
じ
な
い
場
合
が
少
〈
な
い
か
ら
、
賀
際
上
に
於
て
は
、
小
農
地
創
設
の
潟
に
す
る
土
地
股

用
は
、

そ
の
牧
用
の
際
支
榔
は
れ
る
買
上
債
格
正
之
を
分
割
し
て
小
農
民
に
譲
渡
す
場
合
の
挽
下
債
格
己
の
差
額

に
け
は
、
之
を
困
庫
が
負
強
す
る
仁
依

τの
み
凶
滑
に
行
は
れ
得
る
場
合
が
少
〈
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
土
地
代

債
の
支
榔
に
闘
L
て
は
土
地
取
得
者
に
現
金
を
用
意
せ
し
め
る
方
法
吉
、
之
に
一
公
共
的
貸
付
に
依
っ
て
某
の
資
金

を
獲
得
せ
し
む
も
道
を
聞
き
奥
ふ
る
方
法
ご
の
二
つ
が
あ
る
o
然
る
に
ツ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
共
和
国
の
資
際

に
行
へ
る
所
は
、
土
地
債
格
に
闘
し
で
は
中
間
道
を
行
き
交
金
信
用
に
闘
し

τは
牧
用
き
る
、
大
地
主
に
強
制
的

貸
付
を
潟
き
し
め
る
こ

Z
に
依
て
問
題
を
解
決
し
た
。

削
も
土
地
の
買
上
痕
格
は
普
通
債
格
に
操
る
-
】
ご
に
し
た
の
で
め
っ

τ、
一
九
一
三
|
|
一
五
年
に
至
る
問
に

百
へ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
の
自
由
寅
買
の
行
は
れ
た
る
調
椅
を
基
礎
ご
す
る
こ

E
に
し
た
の
で
あ
る
o

そ
し
て

主
(
の
債
権
の
決
定
に
閲

L
最
も
興
味
ゐ
る
噂
』
ご
は
、
土
地
牧
用
債
格
は
千
へ
ク
タ

1
F
以
上
の
庚
大
な
る
地
所
じ

於
て
は
其
の
倒
格
は
千
へ

F

タ
1LY
毎
に
漸
次
割
引
さ
れ
る
こ
ご
で
ゐ
っ
て
、
先
づ
千
へ
ク
タ

1
Y
以
上
の
第
一

階
段
の
土
地
に
費
し
て
は
共
の
債
格
の
五
%
を
減
じ
、
面
積
階
段
の
上
ぽ
る
に
つ
れ

τ遮
夫
減
債
の
歩
合
を
定
め

て
絡
に
五
高
へ
ク
タ
1
w
の
土
地
に
就
い

τは
四

O
M刊
の
減
衡
を
行
ふ
こ
ご
に
し
た
の
で
あ
る
。

E
L
て
次
に
土

論

ツ
ユ
ツ
ヨ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
闘
白
土
地
制
度
改
革

(晶一一揖

'fi 

五
三
)

第
二
十
三
巷
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凹
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ソ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
岡
由
土
地
制
度
改
革

'IIW 

世主

地
代
金
の
支
抑
方
法
に
闘
し
て
は
園
庫
は
土
地
所
有
者
に
謝
し
て
土
地
代
艇
に
和
賞
す
る
額
を
負
債
す
る
も
の
J
」

錯
す
を
得
る
こ
正
、

L
、
主
(
の
場
合
に
は
年
四
分
の
利
子
を
附
す
る
こ
ご
仁
定
め
た
。
も
少
し
詳
し
(
い
へ
ば
、

土
地
局
は
般
用
地
の
所
冶
者
に
封
じ
て
現
金
を
以
て
其
の
買
上
代
金
を
支
挑
っ
て
も
よ
け
れ
ば
、
又
都
合
に
よ
っ

て
は
そ
の
所
有
者
を
土
地
代
金
額
だ
け
の
依
催
者
に
し
て
賠
償
原
簿
に
猿
銭
し
そ
の
債
権
に
咽
到
し
て
は
岡
山
部
は
少

〈
正
一
も
宇
期
毎
の
制
服
償
還
を
行
ふ
も
の
さ
す
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
不
動
産
信
用
の
原
則
に
従
ひ
、
此
の
年
賦

債
権
に
刷
L
て
は
償
排
者
の
側
か
ら
は
英
の
一
時
支
梯
を
請
求
す
る
こ
ご
が
出
来
的
嗣
げ
れ
ど
・
債
務
者
た
る
閥
家

の
側
か
ら
は
三
ゲ
月
の
告
知
期
聞
を
以
て
一
時
的
に
現
金
支
挑
を
錯
す
こ
ぜ
も
出
来
れ
ば
、
叉
R

公
債
を
交
付
し
て

つ
ま
b
国
家
は
何
れ
の
方
法
な
選
ぷ
も
自
由
で
ゐ
つ

τ、
時
宜

に
従
ひ
何
れ
か
迫
骨
聞
の
方
法
を
採
る
ぺ
き
も
の
己
し
た
の
で
あ
る
。

そ

ω支
搬
に
嘗
て
る
こ
ご
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

四

牧
用
地
の
分
割
ご
地
分

牧
用
さ
れ
た
る
土
地
は
岡
家
自
ら
之
を
所
持
し
な
い
も
の
は
、

一
定
の
順
位
に
従
っ
て
分
割
譲
渡
せ
ら
れ
る
の

で
お
う
て
、
共
の
分
譲
に
奥
h
r
b
得
る
も
の
は
色
々
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
は
個
人
で
あ
っ
て
小
農
業
者
、
小
工

業
者
、
農
業
に
使
用
さ
れ
た
る
人
々
及
土
地
を
有
せ

5
る
人
々
は
獅
立
な
る
農
事
鰹
替
を
建
設
す
る
怨
仁
士
地
を

獲
る
こ
ご
が
出
来
、
そ
の
経
笹
は
自
家
の
生
活
を
支
ふ
る
に
足
わ
然
か
も
他
人
の
峠
労
働
の
助
を
諮
り
な
い
で
一
家

J. WicllCll， a 孔 O.S. "リ 31;43-¥1 。)



で
経
管
出
来
る
程
度
の
大
き
の
も
の
ご
す
る
。
そ
し
て
そ
の
農
事
経
替
は
そ
の
一
家
の
専
業
で
あ
る
か
叉
は
主
た

小
工
業
の
錨
の
仕
事
場
及
び
此
等

る
業
務
た
る
こ
ご
を
要
す
る
o

向
叉
此
等
の
人
々
は
住
家
、
経
済
上
り
建
物
、

次
に
此
等
の
人
々
の
園
陸

の
建
物
に
附
属
す
る
庭
園
を
建
造
す
る
翁
に
土
地
を
獲
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

る
伊
1

り
士
也
'E
獲
る
こ
ぜ
が
出
来
る
の
で
あ

は
農
業
の
経
倍
を
共
同
に
行
ふ
こ
ご
を
専
ら
目
的
己
す
る
も

u
f
る
F

1

る
o

斯
く
て
岡
山
部
は
先
づ
第

に
自
作
農
民
芸
他
り
人
々
の
潟
に
経
済
的
な
家
産
又
は
住
居
的
な
家
産
を
建
設
す

る
道
を
聞
き
奥
へ
、

次
に
は
共
同
経
替
を
ば
生
産
組
合
的
な
形
式
に
於
て
農
業
に
質
現
せ
し
め
ん
三
企
て
た
の
で

ゐ
る
。

次
に
は
科
皐
慈

究
に
日
公
共
的
自
治
凶
館
、

次
に
生
産
者
の
産
業
組
合
、

失
に
消
費
組
合
、

究
に
町
村
自
治
健
、

善
等
の
潟
に
設
り
ら
れ
た
る
法
人
も
、
土
地
を
獲
る
こ
ご
の
出
来
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。

家

分
譲
さ
れ
る
単
位
匝
域
正
し
て
の
土
地
の
底
き
は
、
農
地
に
在
つ
て
は
獲
得
者
が
伽
人
な
る
場
合
に
は
、

の
生
活
を
支
へ
得
る
に
足
る
而
蹴
ご
い
ふ
こ
草
子
炉
】
以
て
標
準
正
し
、
土
地
の
品
位
そ
の
所
在
地
方
の
事
情
等
に
廊

じ
大
へ
グ
タ

1
以
上
十
若
〈
は
十
五
へ
ク
タ

1
以
下
正
定
め
ら
れ
た
o

獲
得
者
が
産
業
組
合
な
る
場
令
仁
は
、
組

合
員
各
仰
に
封
し
右
の
標
準
而
債
に
蛍
る
に
り
の
辰
吉
を
以

τ最
大
限
度
ご
し
た
の
で
ゐ
品
。
そ
し
て
分
譲
さ
れ

る
土
地
の
権
利
関
係
を
い
へ
ば
、
所
有
地
ご
し
て
の
分
譲
は
個
人
に
謝
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自

も
)
よ
れ
ば
原
則
己
し
て
不
分
割
的
な
一
家
産
地
古
し

τ授
け
ら
れ
る
の

家
経
済

ω設
立
の
斜
め
に
奥
へ
ら
れ
る

U
T
れ

諭

設

ツ
エ

y
コ
λ

ロ
グ
ア
キ
?
凶
由
土
地
制
民
改
革

第
三
十
一
二
一
審

(
佑
一
棋

五
五
)

li 
ヨZ



~~ 

"山

叢

ツ
品
タ
コ
ス
ロ
ず
ア
キ
ア
圃
白
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
各

空事

部

百
六
)

豆
大

で
あ
る
。
次
に
小
作
地
ざ
し
て
拠
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
倒
人
が
何
等
か
り
事
情
に
よ
り
小
作
を
選
ぶ
場
合
に
仰
人

に
劃
し
て
附
興
せ
ら
れ
、
制
人
以
外
で
は
共
同
耕
作
組
合
、
生
産
組
合
(
産
業
組
合
)
及
消
費
組
合
に
劃
し
て
附
奥

せ
ら
れ
る
も
の
ぜ
す
る
。
例
人
に
劃
し
て
所
有
地
が
賦
奥
せ
ら
れ
る
の
は
、
土
地
枇
曾
化
E
い
ふ
目
的
か
ら
い
へ

ば
矛
盾
し
た
-
」
さ
で
あ
る
が
、

ヅ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
図
に
於
て
は
や
は
り
農
民
の
聞
に
は
家
産
制
を
普
及
す

る
考
が
強
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
家
産
制
は
人
『
土
地
ご
の
聞
に
密
接
な
結
合
を
匁

3
L
め
る
ピ
同
時
に
土
地
か

ら
商
品
的
性
質
を
取
除
い
て
之
を
以
て
異
質
に
人
間
生
存
の
地
盤
た
ら
じ
め
ん
E
す
る
主
旨
が
貫
炉
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
ピ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
大
所
有
地
を
介
割
し
て
之
を
小
所
有
者
に
獲
得
せ
し
め
、
共
所
に
家
産
の
設
置
を
錫

3
L
め
ん
ご
す

る
事
業
は
、
そ
の
小
所
有
地
を
得
ん
ご
す
る
者
に
謝
し
て
土
地
代
金
を
貸
付
(
ぺ
き
信
用
組
織
が
備
は
り
共
働
の

有
数
な
ら
ん
こ
Z
を
以
て
必
要
の
僚
件
正
す
る
。
こ
の
僚
何
が
供
向
、
る
に
於
て
は
、
折
角
の
事
業
も
岡
滑
に
進
行

す
る
を
得
な
い
で
、
法
令
は
広
一
文
に
終
っ
て
し
ま
ふ
外
は
な
レ
。

き
れ
ば
ツ
エ
ッ
コ
旦
ロ
グ
ア
キ
ア
の
土
地
制
度

改
革
事
業
仁
閲
し
て
も
、
此
の
信
用
を
規
定
す
る
震
に
設
げ
ら
れ
化
る
一
九
二

O
年
三
月
十
一
日
の
法
律
は
甚
ピ

重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
た
る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
法
仁
依
れ
ば
奥
へ
ら
る
、
信
用
は
所
有
獲
得
の
潟
め

の
も
の
ご
級
笹
の
潟
め
の
も
の
ご
に
積
別
さ
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
小
所
有
地
獲
得
の
潟
に
授
げ
巳
れ
る
信
用
は
、
獲

得
す
ぺ
き
土
地
代
金
の
十
分
の
九
ま
で
の
額
仁
及
び
待
る
の
で
ゐ
っ
て
、
経
済
上
及
び
住
居
用
の
建
物
を
獲
る
銭



め
の
信
用
は
債
格
の
竿
額
ま
で
奥
へ
ら
れ
る
。
叉
経
済
上
及
び
住
居
用
の
建
物
の
建
設
の
錦
め
の
貸
付
は
土
地
価
慣

格
の
十
分
の
九
建
物
建
築
費

ω竿
額
ま
で
ご
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
貸
付
は
国
家
よ
h
奥
へ
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
土
地
局
が
岡
家
を
代
表
す
る
。
貸
付
期
聞
は
長
期
で
あ
っ
て
其
間
利
子
の
引
上
を
縛
す
を
得
宇
叉
債
権
者

側
仁
は
随
時
解
約
機
を
奥
へ
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
貸
付
を
受
け

τ共
の
負
擦
に
任

ιて
居
る
土
地
は
其
の
獲
得

者

ω生
存
す
る
場
合
は
最
初
の
十
年
聞
は
土
地
局
の
許
可
ゐ
る
に
あ
ら
F
れ
ば
他
人
に
譲
渡
す
る
を
得
5
る
も
の

ご
す
る
。
倫
又
小
農
地
の
獲
得
者
は
そ
の
土
地
の
使
用
上
に
つ

V
て
も
若
し
之
を
過
食
に
管
理
す
る
を
怠
る
に
於

て
は
一
定
の
監
督
を
受
り
ね
ば
な
ら
凶
こ
芭
仁
な
っ
て
居
る
。

次
に
綾
傍
信
用
に
闘
し
て
は
、
貸
付
は
た
い

Y

農
業
経
倍
上
必
要
な
る
家
畜
某
他
農
具
の
如
き
生
産
手
段
を
獲
得

す
る
縛
め
に
の
み
奥
へ
ら
晶
、
も
の
己
し
、
然
か
も
貸
付
は
産
業
組
合
の
手
を
経
て
の
み
怨
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

貸
付
は
土
地
局
よ
10
此
の
目
的
の
刷
局
に
設
け
ら
れ
た
る
基
金
中
か
ら
現
金
を
以
て
錦
さ
れ
る
か
、
信
用
組
合
の
如

き
が
自
己
の
資
金
を
貸
付
〈
る
か
、

き
な
く
ば
私
の
貸
借
が
行
は
れ
某
の
損
失
に
蝋
到
し
て
字
紙
ま
で
国
家
が
保
詮

す
る
か
の
何
れ
か
の
遁
に
依
て
品
局
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

四
時
て
上
に
一
不
す
所
は
す
べ
て
普
通
の
所
有
地
に
就
い
て
の
司
』
ピ
で
あ
る
が
、
次
に
町
村
仁
一
於
り
る
共
有
地
仁
闘

し

τは、

一
九
一
九
年
七
月
ト
七
日
の
法
律
に
よ
h
、
従
来
共
有
地
に
脅
し

τ様
利
を
有
し
た
る
岩
の
特
権
を
磨

止
し
、

炉
、
る
共
有
地
は
組

τ之
を
町
村
基
本
財
産
t
縛
す
こ
さ
に
せ
ら
れ
た
。
町
村
基
本
財
一
度
に
在
つ
て
は
、

罰5

叢

ツ
エ
ヅ
ヨ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
岡
田
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
容

節

税

軍

t
)

豆E

-l: 



E首

旋

ツ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
困
の
土
地
制
度
改
革

第
二
十
吉
一
巻

(
体
一
一
蹴

首

λ
)

ヨ五
y、

そ
の
牧
盆
は
悉
〈
之
を
町
村
公
共
の
襲
用
に
り
み
充
営
す
べ
き
も
の
ご
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
を

L
て
新
立
法

に
於
り
る
特
色
を
潟
す
も
の
は
が
、
る
町
村
会
共
財
産
の
使
用
方
法
に
闘
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
郎
も
沓
来
の
使
用

は
日
公
共
財
産
か
ら
出
来
得
る
限
b
多
額

ω地
代
牧
加
を
悲
げ
る
ご
い
ふ
こ
ご
を
以
一
て
管
理
の
眼
目
ご
し
て
居
た
の

で
あ
る
が
、
新
訟
は
町
村
公
共
財
産
は
先
づ
第
一
に
町
村
居
住
者
の
使
用
正
利
盆
正
の
活
め
に
管
理
せ
ら
る
べ
き

も
の
正
し
た
o

此
の
意
味
に
於
て
は
例
へ
ば
山
林
の
木
材
は
先
づ
町
村
脱
出
住
者
に
責
却
す
べ
き
で
あ
り
、
一
公
有
牧

野
は
全
曲
師
の
住
民
の
付
す
る
家
畜
の
放
牧
の
潟
め
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
で
あ

b
‘
農
地
や
牧
草
地
は
先
づ
第
一
に
鉱
山

所
布
な
る
従

τ特
に
之
を
必
要
ご
す
る
住
民
に
制
到
し
て
町
村
よ
h
貸
付
け
小
作
せ

L
h
U
べ
き
も
の
で
あ
る
。
郎
も

新
〈
せ
ら
れ
る
ニ
ご
に
依

τ、
小
農
業
者
の
多
数
は
共
の
農
業
経
緯
を
ば
自
給
的
獄
践
に
ま
で
際
大
す
る
-
M
E
が

出
来
、
新
〈
て
賃
傭
労
働
よ
h
J
濁
立
す
る
を
得
る
も
の
正
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

的
一
言
附
記
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ぜ
は
、
他
の
欧
亜
中
間
諸
国
の
土
地
制
度
改
草
に
於
け
る
が
如
〈
、

エ
ッ
コ
旦
ロ
グ
ア
キ
ア
共
和
図
に
於
て
も
亦
森
林
の
一
部
分
は
固
有
に
移
さ
れ
た
る
ニ
Z
で
あ
る
c

次
に
は
カ
戸 ツ

ヴ
プ
ン
戸
ス
ラ
ン
ド
地
方
r
h

在
つ
て
は
従
来
氏
〈
質
物
小
作
制
(
R
T

盆
小
作
制
)
が
行
は
れ
、
之
に
依
て
小
農
業
者

特
に
無
産
小
作
入
が
搾
取
さ
れ
て
居
た
の
で
ゐ
っ
て
、
並
(
の
朕
態
最
も
改
善
を
要
す
る
所
が
め
っ
た
の
で
、
土
地

の
分
割
が
行
は
る
れ
ば
、
土
地
は
正
か
〈
不
合
理
的
な
経
替
に
陥
b
易
〈
、

小
農
民
は
農
業
科
卒
さ
合
理
的
経
笹

局
は
共
の
貨
物
小
作
制
を
廓

Lτ
金
納
小
作
制
に
改
め
る

ι
Z
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
o

更
に
は
叉
山
来
大
農
地



方
法
ご
に
暗
き
震
め
仁
、

ゃ
、
も
す
れ
ば
土
地
を
掠
奪
的
に
使
用
す
る
こ
ピ
に
な
り
易
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
土

共
中
に
は
永
小
作
に
似
た
や
う
な
も
の
も
ゐ
っ
て

(N-E問
昆
ロ
己
耳
)
英
の
小
作
人
の
椎
利
に
閲
し
て
は
従
来
色
々

地
制
度
改
革
蔀
業
の
異
質
な
る
、
以
就
の
縛
め
に
は
土
地
分
割
Z
土
地
改
良
ご
の
師
事
業
を
併
せ
行
ふ
を
要
し
、

ヅ

エ
ッ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
闘
に
在
つ
で
も
此
貼
に
注
意
の
鋤
は
れ
て
居
る
こ
ご
を
見
遁
し
て
は
な
ら
向
。
然
し
此
の

事
業
に
つ
い

t
は
又
巨
額
の
資
金
を
要
す
る
究
第
な
れ
ば
、
事
業
は
一
朝
一
夕
に

L
て
は
完
成
せ
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

五

小
作
人
に
士
地
を
得
せ
し
む
る
事
業

股
密
な
意
味
に
於
り
る
土
地
制
度
改
革
事
業
中
に
は
合
ま
れ
な
い
が
、
農
業
服
態
の
改
善
の
絡
め
に
行
は
れ
る

施
設
ご
し
て
は
、
甚
だ
重
要
な
る
意
義
を
有
し
地
位
を
占
め
得
る
も
の
ご
見
ら
る
べ
き
立
法
が
、
ツ
エ
ッ
ク
ス
ロ

グ
ア
キ
ア
闘
に
於
て
は
、
土
地
制
度
改
革
に
閲
す
る
諸
立
法
正
並
び
行
は
れ
た
。
そ
れ
は
領
地
的
な
農
地
に
於
け

る
小
作
人
の
機
利
全
確
保
L
、
又
彼
等
を

L
t
一
定
の
僚
件
の
下
に
其
の
小
作
地
の
所
有
者
た
る
を
得
せ
し
む
ぺ

蓄
由
明
太
利
時
代
か
ら
L
て
ツ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
地
方
に
は
長
期
の
小
作
が
か
な
h
庚
〈
行
は
れ
て
底
た
o

ibid. S. 52-76 

き
立
法
こ
れ
で
あ
る
o

郎
も
一
九
一
九
年
五
月
二
十
七
日
に
後
布
さ
れ
た
る
小
小
作
人
に
劃
す
る
土
地
保
定
に
闘

す
品
法
律
-
』
れ
で
あ
る
。

論

護

ツ
エ
ツ
」
ス
可
グ
ア
キ
ア
闘
の
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
容

第

;A 

E 
)L 

五
九



諭

議

ツ
品
ツ
コ
ス

e
ず
ア
キ
ア
岡
田
土
地
制
腔
改
革

第
二
十
二
一
容

(
第
一
一
批

六

O
)

六
O

の
紛
守
が
表
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
そ

L
て
換
太
利
帝
政
時
代
仁
於

t
色、

か
、
る
永
代
的
な
小
作
制
は
之
k

廃
止
し
そ
の
小
作
人
は
一
定
の
依
件
の
下
に
其
地
の
所
有
者
た
る
を
得
せ
し
め
ん
ご
す
る
企
が
あ
っ
た
の
ピ
り
れ

げ
と
、
絡
に
之
に
閲
す
る
立
法
を
見
る
に
至
ら
な
い
で
居
た
。
然
る
に
一
九
一
九
年
五
月
二
十
七
日
り
法
律
は
す
べ

て
長
期
な
る
小
小
作
人
に
劃
し
て
土
地
を
保
定
せ
ん
ぜ
す
る
企
闘
の
下
に
編
成
長
布
苫
れ
る
こ
ピ
、
な
っ
た
。
司
令

の
規
定
に
よ
れ
ば

一
九

O
一
年
十
月
一
日
以
来
引
紛
き
共
地
を
小
作
し
叉
は
下
小
作
し
た
る
農
地
の
小
小
作
人

は
常
該
地
の
所
有
者
ご
な
る
こ
ご
が
由
来
る
。
そ
し
て
此

ω立
法
は
主
正

L
て
は
新
か
る
長
期
間
に
沙
0
引
絞
き

小
作
を
柏
崎
じ
た
る
普
通

ω小
作
地
に
闘
す
る
も
の
ご
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

小
作
人
の
権
利
は
た
ャ
僚
機

た
る
に
過
ぎ

F
る
者
金
主
ご
し
て
眠
中
に
泣
い
て
居
る
の
で
あ
る
り
れ
♂
も
、
同
時
に
永
小
作
人
や
之
に
類
す
る

者
を
も
包
合
し
、
従

τ前
時
代
か
ら
守
の
種
ご
な
っ
て
居
る
所
の
長
期
小
作
人
の
椛
利
が
川
市
し
て
物
織
的
永
小
作

機
な
る
や
普
通
の
偵
確
た
る
に
過
ぎ

F
る
や
の
問
題
は
、
併
せ
て
解
決
さ
れ
る
こ
ど
に
な
っ
た
の
で
め
る
。
郎
も

法
律
は
小
作
人
の
様
利
内
容
に
つ
い
て
悶
ム
ニ
ピ
な
く
、
た
hv

其
の
小
作
叉
は
下
小
作
が
少
〈
己
も
十
八
年
間
総

鎖
的
じ
同
一
家
族
の
手
に
依
っ
て
行
は
れ
た
ご
い
V

ふ
小
作
期
間
に
り
を
見

τ、
か
、
る
小
作
人
は
並
(
小
作
地
の
所

有
を
要
求
す
る
権
利
あ
る
も
の
ご
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
法
律
の
適
用
を
受
〈
べ
き
土
地
は
、
図
有
地
、
差
抑
へ
ら
れ
た
る
土
地
、
・
地
券
地
、
数
曾
の
所
有
地
、
枇

図
周
回
等
の
所
有
地
で
あ
る
。
就
中
差
押
へ
ら
れ
た
る
土
地
は
前
に
示

L
た
や
う
に
共
の
面
積
百
五
十
又
は
二
百



五
十
へ

p
h
p
1
w
以
上
た
る
-
』
古
を
要
す
る
の
だ
が
、
他
の
土
地
に
つ
い
て
は
か
、
る
面
積
の
限
定
は
存
し
な
い

ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
来
耕
作
せ
ら
れ
た
る
土
地
が
同
一
人
に
よ
り
工
引
総
量
耕
作
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

8) 

の
で
あ
る
o

そ
し

τ新
か
る
土
地
を
要
求
L
得
〈
き
小
農
は
自
己
叉
は
家
肢
の
手
に
よ
う
て
其
地
を
耕
作
経
費
す

る
を
要
L
叉
そ
の
一
家
の
生
活
の
縄
に
其
地
を
必
要
正
す
る
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
又
新
〈

τ得
ら

れ
る
農
地
は
一
戸
分
入
ヘ
ク
タ

1
ナ
ぜ
超
ゆ
ぺ
か
ら
F
る
も
の
芭
す
る
o

土
地
に
劃
し
て
要
請
を
翁
し
得
る
農
民
の
機
利
は
共
小
作
地
を
所
有
に
移
し
て
貰
ふ
噂
』
正
で
あ
っ
て
も
よ
り
れ

ば
、
又
従
前
同
様
の
僚
件
の
下
に
真
に
引
縦
き
六
年
間
小
作
き
し
て
貰
ふ
こ
ご
で
ゐ
っ
て
も
よ
い
。
そ
し
て
叉
そ

の
要
請
は
土
地
そ

ωも
の
及
そ
の
上
仁
処
て
ら
れ
た
る
枇
培
米
及
経
済
問
・
岡
市
原
を
包
括
す
る
の
で
あ
る
。

法
律
に
規
定
さ
れ
た
る
こ
ご
の
賀
行
に
関
し
て
は
裁
判
所
に
一
任
さ
れ
る
の
で
ゐ
っ
て
、
賞
事
者
聞
に
小
作
地

の
一
説
受
代
金
に
闘
す
る
協
定
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
裁
判
所
が
之
を
決
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
共
の
場
合
に
は

一
九
二
二
年
に
於
け
る
嘗
該
地
方
の
地
債
を
棋
準
ご
す
る
こ
さ
に
せ
ら
れ
た
o

そ
し

τ土
地
の
代
金
は
譲
受
人
の

選
俸
に
よ
h
一
時
梯
に
し
て
も
よ
け
れ
ば
叉
十
回
均
一
分
割
挑
に

ιて
も
よ
い
の
で
あ
る

U

ぞ
し
て
叉
土
地
を
投

此
の
規
定
に
依
る
農
業
紋
態
改
革
の
事
業
は
、
之
を
農
業
生
産
の
上
か
ら
い
へ
ば
殆
ん
"
と
何
等
の
趨
化
芭
は
な

ibid. S. 37-41 

機
的
に
輔
資
す
る
を
防
「
斜
め
に
、
右
の
如
〈
に
し
て
得
ら
れ
た
る
土
地
は
取
得
者
生
存
す
る
場
合
に
は
十
年
聞

は
土
地
局
の
許
可
な
し
に
は
他
人
に
譲
披
す
る
を
得
5
る
も
の
芭
し
た
。
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ツ
ユ
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コ
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国
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容

( 

主事

由E

，、

け
れ
い
と
も
そ
の
耕
作
者
は
従
来
は
他
人
の
土
地
を
借
り
て
用
ゐ

t
居
た
の
仁
、
今
後
一
瓜
之
を
自
分
の
も
の

Z
L
て

川
ゐ
る
ζ

Z

が
出
来
る
の
で
ゐ
つ
一
1
、
共
の
事
怖
の
縫
化
に
件
ふ
心
理
上
の
影
響
は
、
引
い
て
多
少
は
生
産
上
に

も
放
川
視
を
表
は
し
、

一
般
的
に
自
作
農
民
が
小
作
農
民
よ
ち
も
仕
事
に
身
を
入
れ
て
行
ひ
、
土
地
を
愛
し
生
産
を

増
す
ご
い
ム
放
川
本
は
、
必
に
も
表
は
れ
て
来
な
り
れ
ば
な
ら
忠
告
で
あ
る
o

そ
し
て
小
作
人
以
阪
に
農
事
経
径
に

必
要
な
る
・
米
官
同
胞
属
共
共
他
の
生
産
子
段
そ
所
布
し
て
居
hJ
之
に
要
す
る
労
働
も
一
家
に
備
は
っ
て
居
る
の
ど
か

ら
、
ぞ
れ
を
其
催
に
新
た
な
る
心
理
般
相
胞
の
下
い
延
に
有
数
に
用
ゐ
て
行
け
ば
よ
い
の
で
ゐ
る
。
そ
れ
に
叉
地
主

の
方
に
在
つ
て
は
、
か
、
る
土
地
は
大
川
崎
大
農
地
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
然
か
も
そ
の
部
分
は
色
な
の
事
情
の
幼

に
之
を
地
主
自
身
使
用
す
る
を
得
な
い
で
、
他
人
に
小
作
3
し

τ届
た
の
に
か
ら
、
今
そ
の
所
有
を
小
作
人
に
譲

っ
た
が
ら
己
て
、
山
個
別
多
〈
の
苦
痛
の
伴
ム
わ
げ
で
は
な
い
。

き
れ
ば
此
の
事
業
は
之
を
農
政
上
正
枇
曾
政
策
上

か
ら
見
て
、
共
に
意
義
あ
る
事
業
で
あ
る
。
何
人
に
も
犠
牲
を
強
い
な
い
で
、
同
時
に
叉
困
民
経
済
上
の
損
失
を

も一鈴
3
な
い
で
、
之
を
賀
行
す
る
を
得
る
も
の
で
あ
っ

τ、
然

h
r
b
之
を
賞
行
し
た
る
暁
に
於
て
は
大
い
に
農
村

の
枇
曾
叫
肌
態
を
整
へ
、
又
農
業
経
慌
を
合
理
化
す
る
に
貢
献
す
る
所
あ
る
を
得
る
も
の
芭
請
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此

の
事
業
が
土
地
制
度
改
革
事
業
百
併
せ
行
は
れ
た
る
は
、
嘗
を
得
た
る
こ
己
、
謝
は
ね
ば
な
ら
ぬ

ωで
あ
る
。

六

飴

~" 
H冊



以
上
程
は
7

エ
ツ
コ
λ

ロ
グ
ア
キ
ア
に
於
て
行
は
れ
た
る
土
地
制
度
改
革
事
業
の
大
要
を
示
仁
た
の
で
あ
る

論

叢

ツ
エ
ク
ロ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
国
の
土
地
制
度
改
革

第
二
十
三
谷

(
第
一
般

7" 
) 

が
、
之
に
闘
す
る
立
法
や
法
文
山
規
定
の
内
容
や
、

之
仁
織
っ
て
行
は
れ
る
事
業
の
貸
行
方
法
や
等
に
就
い
I

て

は
、
専
ら
ヨ
セ
ァ
、
グ
イ

1
エ
ン
氏
の
論
文
を
会
考
し
援
用
し
た
の
で
ゐ
る
o

問
題
が
事
震
の
設
明
を
主
正
す
る

も
の
で
あ
る
が
故
に
、
底
き
に
捗
っ
て
比
較
討
査
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。

事
業
に
謝
す
る
批
評
的
考
察
に
至
つ

τ
は
、
問
題
は
決

Lτ
猫
h
ツ
エ
ッ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
に
限
ら
れ
る
わ
ゆ

で
は
な
(
、

一
般
的
に
斯
か
る
土
地
制
度
改
革
事
業
な
る
も
の
、
是
非
得
失
に
つ
い
て
の
議
論
ご
な

ιさ
る
を
得

な
い
o

た
い
?
エ
ツ
コ
旦
ロ
グ
ア
キ
ア
に
閲
す
る
ピ
り
の
問
題
ご
し
て
見
れ
ば
、
此
の
事
業
が
同
闘
の
質
際
事
情

に
照
し
合
せ
て
必
要
で
ゐ
っ
た
か
否
炉
、
又
炉
、
る
方
針
古
賀
行
策
ピ
を
以
て
行
は
れ
た
る
こ
ど
が
過
賞
で
ゐ
つ

た
か
ど
う
か
ご
い
ふ
こ
ど
に
な
る
が
、
そ
れ
は
大
館
説
明
中
に
於
り
る
同
閣
の
賞
肢
が
ら
槻
て
止
む
を
得
引
き
る
も

の
で
あ

h
、
叉
機
宜
を
得
た
る
も
の
で
あ
っ
た
正
見
る
外
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
事
業
の
致
巣
に
至
つ
て
は
、
北
(

後
の
報
告
を
手
に
入
れ
て
事
貨
の
経
過
の
上
町
ら
判
断
す
る
外
は
な
い
γ

の
で
あ
っ
て
・
議
に
は
ま
に
之
を
錦
し
得

ぺ
き
資
料
が
供
は
っ
て
居
な
い
γ

。

たい
γ

一
つ
研
究
上
枝
意
に
値
す
る
こ
ど
は
、

か
、
る
事
業
が
土
地
の
一
枇
曾
化
ご
い
は
れ
、
叉
土
地
枇
曾
化
の
日

的
で
以

τか
、
る
事
業
が
企
て
ら
れ
る
の

rけ
れ
Y
」
、
其
の
賀
行
さ
れ
た
る
跡
を
見
れ
ば
、
決

L
て
そ
れ
が
十
分

な
る
枇
曾
化
ご
は
な
h
得
な
い
で
、
土
地
花
有
制
そ
の
も
の
は
之
が
匁
め
に
多
〈
動
揺
す
る
こ
ど
な
〈
、
た
い
一



面市

畿

ク
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
同
白
土
地
制
庇
改
革

第
二
十
三
巻

(
第
二
抗

ハ
凹
)

，、
凹

定
面
積
以
上
の
大
所
有
地
の
み
が
、
そ
の
一
定
面
積
を
越
ゆ
る
範
囲
内
に
於

τ牧
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
さ
れ
た

に
過
ぎ
す
、
然
か
も
又
ヲ
ぞ
の
牧
期
さ
れ
た
る
土
地
は
小
農
地
其
他
小
所
有
地
ご
し
て
叉
新
た
に
所
有
梢
の
下
に
小

所
有
者
に
賦
耐
持
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

真
に
図
有
ご
せ
ら
れ
た
る
は
た
い

Y

一
部
分
の
森
林
に
過
ぎ
な
レ
ご
レ
ふ
事

情
こ
れ
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
れ
は
市
出
し
て
完
全
な
る
土
地
枇
曾
化
の
事
業
で
は
な
く
、

たい
Y

一
方
じ
於

τ
一
所
有

の
下
に
あ
る
土
地
の
面
積
を
制
限
す
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
於
て
小
所
有
地
を
造
つ

τ之
を
家
産
的

ωも
の
ご
な

L
、
以
て
農
村
に
は
自
作
農
的
な
定
着
者
を
増
加
し
て
・
農
村
朕
践
を
健
全
に
し
叉
之
に
安
定
セ
得
せ
し
め
ん
ご

し
た
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
ゐ
る
。

郎
も
事
業
は
や
は
h
自
作
農
主
義
に
よ
h
農
業
に
は
小
規
模
な
る
獅
立
経
畿
を
推
奨
L
之
を
以
て
基
礎
古
銭
さ

ん
ご
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
た
h
y

そ
の
小
所
有
地
を
作
品
錦
切
に
必
要
な
る
土
地
を
獲
る
方
法
ご
し
て
、
強
制
的

じ
法
律
じ
よ
っ
て
大
地
主
の
土
地
を
牧
周
し
北
る
黙
に
於
て
特
色
を
有
す
る
次
第

t
ゐ
る
o

併
し
そ
の
般
用
は
決

し
t
無
償
に
は
行
は
れ
な
い
γ

で
、
有
償
的
に
行
は
れ
て
居
る
か
ら
、
事
業
の
質
際
的
放
巣
か
ら
レ
へ
ば
英
幽
な
戸
』

に
於
て
行
は
れ

τ居
る
自
作
農
的
小
農
地
設
定
の
事
業
ぜ
甚
し
〈
兵
る
所
は
な
い
。
ゃ
、
立
法
上
の
行
き
方
を
異

に
す
る
の
み
で
ゐ
る
o

老

L
て
叉
事
業
が
枇
曾
主
義
在
来
の
主
張
の
如
(
土
地
の
公
有
制
の
賀
行
ご
そ
の
経
俸
の

生
産
組
合
的
大
経
替
的
賀
行
ご
を

H
模
Z
し
な
い
Y

で、

そ
の
駄
に
於
て
殆
ん
ど
時
を
同
う
し
て
露
西
亜
に
行
は
れ

ん
ご

L
た
る
所
ご
頗
る
越
を
異
に
せ
る
こ
古
も
詮
意
に
値
す
る
所
己
詞
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
嘗
初
か
ら
呉
れ
る
方
針



の
下
に
事
業
が
企
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
ご
も
少
し
づ
、
先
に
行
は
れ
て
行
っ
て
露
西
亜
の
事
怖
を
考
慮
し
そ
の

失
敗
に
鑑
み
て
嘗
初

ω
ゃ
、
完
全
な
る
刑
品
川
化
の
計
査
を
緩
和
す
る
に
至
っ
た
の
か
、

そ
れ
は
よ
〈
封
献
を
詮
索

し
て
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
が
、
然
し
ヅ
エ
ッ
コ
λ

ロ
グ
ア
キ
ア
共
和
闘
に
於

τは
此
の
土
地
制
度
改
革
事
業

を
行
ム
に
つ
い
て
、
前
に
も
一
言
し
た
や
う
に
、
園
内
の
あ
ら
ゆ
る
農
業
代
表
機
闘
に
謝
L
f
L
精
細
な
る
質
問
書

を
畿

L
て
、
事
業
の
方
針
及
賀
行
方
法
等
に
つ
い
て
答
申
を
求
め
る
な
ど
の
事
を
潟
[
て
、
山
来
得
る
限
h
の
注

意
を
抑
っ
て
事
を
進
め
た
る
事
府
民
ゐ
る
こ
ご
は
見
遁
が
す
べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
ο

五
口
々
は
功
業
の
方
針
や
方
法

ゃ
に
つ
い
て
注
意
深
く
昭
一
祭
し
叉
之
を
他
国
の
自
作
農
創
定
事
業
己
比
較
し
、
特
に
は
露
西
班
に
於
て
行
は
れ
λ

ご
し
た
る
土
地
枇
合
化
計
去
芭
比
峡
L
研
究
す
る
こ
正
に
依
て
、
多
(
卒
、
h
A

所
あ
る
を
得
る
答
で
あ
る
o

他
山

ω

一一一一一一一--一一一て土石，~~，~，;，~l" 寄石弓正武吉宗Zて J吋7ド

石
=
L
て
抜
に
紹
介
す
る
所
以
で
め
る
。
(
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